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人
口
増
で
注
目
の
島

隠
岐
に
あ
る
有
人
島
は
四
島
。
そ
の
最
南

端
、
人
口
が
最
も
少
な
い
島
が
知ち

夫ぶ

里り

島じ
ま

で

あ
る
。
行
政
区
は
一
島
一
村
の
知
夫
村
。
六

三
四
人
（
二
〇
二
〇
年
国
勢
調
査
）
が
暮
ら
す
こ

の
島
が
全
国
的
に
注
目
を
浴
び
た
の
は
二
〇

一
九
年
の
こ
と
。
全
国
一
七
四
一
自
治
体
で

人
口
増
加
率
が
一
位
と
な
っ
た
。し
か
も
、一

六
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
五
年
連
続
で
社
会
増

（
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回
る
）を
達
成
し
て

い
た
。
知
夫
里
島
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、

現
地
を
訪
ね
た
。

◆

島
留
学
―
島
暮
ら
し
を
全
力
サ
ポ
ー
ト

村
立
知
夫
小
中
学
校
（
全
校
児
童
生
徒
三
二

名
）
で
は
、
二
〇
一
七
年
度
よ
り
小
学
五
年

～
中
学
三
年
の
離
島
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
六
カ
年
で
延
べ
二
二
人

（
県
内
三
人
、
県
外
一
九
人
）、
現
在
は
六
人
が
村

が
整
備
し
た
寄
宿
舎
「
は
ぐ
く
み
寮
」
で
暮

ら
す
。
島ど

う

前ぜ
ん

三
町
村
は
い
ず
れ
も
小
中
学
生

の
離
島
留
学
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
海
士

町
と
西
ノ
島
町
は
親
が
子
を
と
も
な
っ
て
移

住
し
て
通
学
す
る
「
親
子
型
」
で
、
寮
を
整

備
し
て
い
る
の
は
知
夫
村
だ
け
で
あ
る
。
児

童
生
徒
は
住
民
票
を
村
に
移
し
て
、
寮
か
ら

学
校
に
通
う
。

村
教
育
委
員
会
は
、
知
夫
小
中
学
校
と
同

じ
建
物
に
事
務
所
を
構
え
て
お
り
、
学
校
授

業
の
サ
ポ
ー
ト
も
担
う
教
育
魅
力
化
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
、
寮
生
活
を

含
め
留
学
制
度
を
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
体
制
が

整
っ
て
い
る
。
安
藤
晋
治
教
育
次
長
は
「
特

別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
島

本
誌
編
集
部

人
口
社
会
増
達
成
の
島
を
訪
ね
て

［
島
根
県
知
夫
里
島
］

短
報

離島留学生が生活する「はぐくみ寮」。
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で
の
日
常
を
大
切
に
生
徒
が
過
ご
せ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ひ
と
り
の
竹
村
ふ
み
さ
ん
は

「
島
留
学
生
と
の
関
わ
り
は
、島
生
ま
れ
の
子

に
と
っ
て
新
し
い
体
験
で
す
。
戸
惑
い
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、成
長
に
つ
な
が
る
は
ず
。島

留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
私
た
ち
だ
け
で
は

な
く
、
村
全
体
、
島
前
全
体
で
関
わ
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

寮
生
活
は
「
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
」
が
支
援

す
る
。
寮
で
の
夕
食
時
に
は
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
卓
を
囲
む
ほ
か
、
学
校
と
島
外
の
保

護
者
と
の
連
絡
役
も
つ
と
め
る
な
ど
、
親
元

を
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
も

気
を
配
る
。
現
在
、
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
は
四

人
の
交
代
制
、
総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
（
以
下
、
協
力
隊
）
を
活
用
し
て
人
材

を
確
保
し
て
い
る
。
な
お
、
寮
の
食
事
づ
く

り
は
地
元
産
品
な
ど
も
使
っ
て
、
八
人
の
調

理
員
が
交
代
で
担
当
し
て
い
る
。

島
留
学
生
Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
、
隠
岐
島
前
高

校
（
海
士
町
）
に
進
学
し
た
生
徒
も
お
り
、休

み
を
利
用
し
て
「
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
知
夫

に
遊
び
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
隠
岐
島
前
高
校
と
も
連
携
し
て
、島
前
全
体

で
子
ど
も
を
育
て
る
仕
組
み
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
」
と
、
安
藤
次
長
は
展
望
を
語
っ

て
く
れ
た
。

大
人
の
島
留
学
―
島
前
全
体
で
開
始

海
士
町
で
二
〇
二
〇
年
か
ら
協
力
隊
を
活

用
し
た
就
労
型
お
試
し
移
住
制
度
「
大
人
の

島
留
学
」
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
本
誌
二
六
八

号
（「
海
士
町
の
い
ま
」）
で
報
告
し
た
と
お
り
。

こ
の
動
き
を
島
前
全
体
に
広
げ
て
、
知
夫
村

で
も
二
二
年
度
に
始
ま
り
、
現
在
は
六
人
の

「
大
人
の
島
留
学
生
」
が
観
光
、教
育
、行
政

（
産
業・福
祉
）
の
各
分
野
で
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
一
年
間
の
「
島
留
学
生
」
と
三
カ

月
間
の
「
島
体
験
生
」
が
お
り
、
今
年
度
は

島
前
全
体
で
前
者
が
三
〇
人
、
後
者
が
八
〇

人
（
二
〇
人
×
四
シ
ー
ズ
ン
）
ほ
ど
活
動
す
る
と

い
う
。

知
夫
村
で
「
還
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

と
し
て
大
人
の
島
留
学
を
と
り
ま
と
め
て
い

る
猪
原 

聖ひ
じ
り

さ
ん
は
、
事
業
を
実
施
・
運
営
す

る
（
一
財
）
島
前
ふ
る
さ
と
魅
力
化
財
団
の

職
員
。
自
身
も
島
根
大
学
大
学
院
在
学
中
の

二
〇
二
一
年
に
島
体
験
生
と
し
て
海
士
町
に

着
任
し
、
岩
ガ
キ
の
短
期
バ
イ
ト
な
ど
を
経

験
し
た
。

そ
の
体
験
も
踏
ま
え
、「
島
へ
の
人
の
出
入

り
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
、
住
民
や
事
業
者

知夫村教育委員会の安藤晋治教育次長。
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な
ど
受
け
入
れ
る
側
に
変
化
を
起
こ
し
た
い
。

特
別
な
ス
キ
ル
や
思
い
が
な
く
て
も
、
島
で

暮
ら
し
て
い
い
。
誰
で
も
気
軽
に
島
で
暮
ら

す
こ
と
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
」
と
、
地
縁
・
血
縁
の
な
い
移
住
者
が
生

き
生
き
と
島
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
、
受

け
入
れ
側
の
姿
勢
の
重
要
性
を
語
る
。

な
お
、
二
三
年
度
は
留
学
生
五
〇
人
、
体

験
生
九
〇
人
が
活
動
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
島
前
地
域
に
は
多
様
な
人
が
行
き
交

い
、
新
た
な
風
が
吹
き
込
ま
れ
続
け
て
い
く
。

島
守
ち
ぶ
り
―
港
の
何
で
も
屋

島
の
玄
関
口
、
来く

り

居い

港
の
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
一
階
に
は
、知
夫
里
島
観
光
協
会
（
小
西
秀

人
事
務
局
長
）
と
と
も
に
合
同
会
社
「
島し

ま

守も
り

ち

ぶ
り
」
が
事
務
所
を
構
え
る
。

同
社
は
二
〇
一
八
年
一
〇
月
に
設
立
。
隠

岐
汽
船
の
綱つ

な

取と
り

放は
な
し（

船
が
岸
壁
に
離
着
岸
す
る
と

き
の
綱
を
解
い
た
り
係
留
す
る
作
業
）
を
は
じ
め
、

荷
物
配
達
、
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
の
業
務
を
担

っ
て
い
る
。
波
風
の
影
響
で
船
が
抜
港
し
た

際
に
は
、
村
が
所
有
す
る
「
高
速
艇
知
夫
」

で
、
荷
物
と
乗
客
を
隣
島
か
ら
運
ぶ
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
冬
季
以
外
は
隠
岐
汽
船
が
午

前
中
の
み
の
寄
港
と
な
る
た
め
、
ま
と
ま
っ

て
空
い
た
午
後
の
時
間
を
利
用
し
て
、
便
利

屋
（
何
で
も
屋
）
と
し
て
、
墓
や
空
き
家
の
管

理
、草
刈
り
な
ど
の
依
頼
に
応
え
て
い
る
。会

社
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
財
源
と
し
て
地

方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
、
隠
岐
汽
船
が

一
五
〇
〇
万
円
、
知
夫
村
が
五
〇
〇
万
円
を

出
資
し
た
。

社
員
の
油あ

ぶ
ら

井い

直
也
さ
ん
は
大
阪
出
身
。
同

社
が
設
立
し
た
当
初
か
ら
在
籍
す
る
唯
一
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。高
校
進
学
に
あ
た
り
、知

人
か
ら
隠
岐
島
前
高
校
を
勧
め
ら
れ
、
離
島

留
学
し
た
。
三
年
間
を
海
士
町
で
過
ご
し
た

の
ち
、
大
学
進
学
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
知

り
合
い
の
知
夫
村
役
場
の
職
員
か
ら
誘
わ
れ
、

島守ちぶりの油井直也さん。

還流コーディネーターの猪原 聖さん。
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二
〇
一
七
年
に
移
住
、
現
在
は
島
北
西
部
の

古う
る

海み

地
区
に
住
ん
で
い
る
。油
井
さ
ん
は「
よ

く
来
た
ね
、と
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
」

と
、
移
住
当
時
を
振
り
返
る
。
海
士
町
よ
り

も
さ
ら
に
人
口
の
少
な
い
知
夫
村
、
そ
の
な

か
で
も
特
に
高
齢
者
の
多
い
古
海
地
区
で
、

孫
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
可
愛
が
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。「
若
い
人
が
個
性
を
生
か
し
て
活

躍
で
き
る
島
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
今
後
へ

の
思
い
を
口
に
す
る
。

文
字
通
り
「
島
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
」、

島
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
島
守
ち
ぶ
り
。
現

在
は
、
奥
田
良よ

し

樹き

代
表
社
員
の
も
と
、
協
力

隊
や
集
落
支
援
員
な
ど
移
住
者
の
働
き
場
と

も
な
っ
て
い
る
。
他
の
小
規
模
自
治
体
に
と

っ
て
も
参
考
と
な
る
仕
組
み
だ
ろ
う
。

古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
―
協
力
隊
が
開
業

知
夫
里
島
の
農
業
は
ほ
と
ん
ど
が
畜
産
業

で
、
島
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
広
大
な
面
積
が

放
牧
地
と
な
っ
て
い
る
。
畜
産
に
、
漁
業
や

宿
泊
業
な
ど
複
数
の
仕
事
を
組
み
合
わ
せ
て

生
計
を
立
て
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。

一
方
で
、
野
菜
を
育
て
る
農
家
は
岡
田
紗さ

和わ

さ
ん
一
人
だ
け
。
彼
女
は
、
二
〇
二
一
年

に
島
に
移
住
し
た
現
役
協
力
隊
員
で
、
兵
庫

県
丹
波
篠
山
の
出
身
だ
。島
に
来
る
前
は
、岡

山
県
で
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
づ
く
り
を
経
験

し
て
い
た
も
の
の
、
本
格
的
に
農
業
に
取
り

組
ん
だ
の
は
知
夫
が
初
め
て
だ
と
い
う
。
自

家
農
園
「ITAD

AKI FARM

」
で
少
量・多

品
目
の
作
物
を
栽
培
し
、
島
内
の
商
店
や
飲

食
店
に
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
、
養
鶏
、
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
や
ミ
カ
ン
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工

品
づ
く
り
も
手
掛
け
て
い
る
。

協
力
隊
二
年
目
の
二
二
年
度
、
岡
田
さ
ん

は
個
人
事
業
主
と
し
て
「
委
託
型
」
で
活
動

を
し
て
い
る
。
昨
年
一
〇
月
、
彼
女
よ
り
一

年
早
く
島
に
移
住
し
ホ
テ
ル
「
知
夫
の
里
」

で
料
理
人
と
し
て
働
い
て
い
た
里
野
モ
ミ
イ

チ
さ
ん
と
レ
ス
ト
ラ
ン
「C

シ

ェ

hez S

サ

ワ

AW
A

」
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
自
家
農
園
の
作
物
や
鶏

卵
、
島
の
水
産
資
源
を
利
用
し
た
食
事
で
、

「
規
格
に
し
ば
ら
れ
ず
、
あ
る
も
の
を
生
か

来居港フェリーターミナル。観光協会と島守ちぶりの事務所がある。
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す
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
。

「
知
夫
は
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ

を
実
現
す
る
場
所
と
し
て
最
適
で
す
。
自
分

た
ち
が
楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
納
屋
を
改
装
し
て
泊
ま
れ
る
場
所
も

整
備
し
た
い
で
す
」

こ
れ
ま
で
島
に
な
か
っ
た
形
の
レ
ス
ト
ラ

ン
は
、
開
店
以
来
、
地
元
の
方
々
も
数
多
く

利
用
し
て
く
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
子
ど
も

た
ち
向
け
の
食
事
マ
ナ
ー
教
室
な
ど
を
計
画

す
る
な
ど
、
今
後
の
展
開

が
楽
し
み
だ
。

新
し
い
民
泊
―
移
住
者

の
相
談
場
所
に
も

二
〇
二
二
年
二
月
に
島

南
東
の
薄う

す

毛げ

地
区
で
自
宅

を
新
築
し
た
民
泊
「
小こ

新し
ん

家や

本
店
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
小
新
高た

か

可よ
し

さ
ん
、
和
美

さ
ん
夫
妻
。
一
棟
貸
し
切

り
（
定
員
一
名
）
の
「
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間 

壱
番
館
」

と
食
事
処
「
創
作
家
庭
料

理
の
お
店 
お
っ
か
さ
ん
」

を
併
設
し
て
い
る
。
開
業

に
あ
た
っ
て
、
建
物
の
新

設
に
は
知
夫
村
産
業
振
興
担
い
手
支
援
事
業

補
助
金
制
度
を
活
用
し
た
。

島
出
身
の
高
可
さ
ん
と
大
阪
出
身
の
和
美

さ
ん
は
、
二
人
の
子
ど
も
と
大
阪
で
生
活
し

て
い
た
が
、
子
育
て
環
境
を
理
由
に
、
二
〇

〇
〇
年
に
家
族
四
人
で
知
夫
へ
移
住
。
二
〇

一
九
年
に
は
和
美
さ
ん
の
父
親
を
介
護
を
理

由
に
島
へ
呼
び
寄
せ
た
。
一
般
ゴ
ミ
収
集
の

仕
事
を
主
と
し
て
、
畜
産
に
も
取
り
組
ん
で

き
た
。
四
人
の
子
ど
も
全
員
が
島
を
離
れ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
宿
泊
事
業
を
始
め
、
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
。「
食
事
処
は
現
在
の
と

こ
ろ
宿
泊
の
お
客
様
が
メ
イ
ン
で
、
会
食
は

完
全
予
約
制
に
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
客
と
地

元
の
人
の
接
点
と
な
る
場
所
に
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
和
美
さ
ん
。
夕
食
と
朝
食
に
は
、

日
野 

昇
さ
ん（
サ
ン
ラ
イ
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
）の
平

飼
い
「
岡
崎
お
う
は
ん
」
の
鶏
卵
や
採
れ
た

て
野
菜
、
果
実
な
ど
島
の
産
品
を
活
用
し
て

い
る
。

取
材
日
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
を
夢
に

持
つ
成
澤
大
悟
さ
ん
が
「
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

古民家レストラン「Chez SAWA」の内観。
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方
法
な
ど
の
勉
強
を
し
た
い
」
と
、
食
事
処

と
民
泊
を
利
用
し
て
い
た
。成
澤
さ
ん
は
、長

野
県
浅あ

さ

科し
な

村
（
現
佐
久
市
）
出
身
。
軽
井
沢
で

の
ホ
テ
ル
勤
務
や
石
川
県
七
尾
な
ど
で
の
生

活
を
経
て
、
一
一
月
に
大
人
の
島
留
学
生
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員
な
ど
、

新
た
な
担
い
手
を
呼
び
込
み
地
域
力
の
充
実

を
図
る
制
度
の
積
極
的
な
活
用
と
と
も
に
、

島
に
来
た
人
び
と
を
受
け
入
れ
支
え
る
素
地

が
整
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
い
っ
た
ん
島
と

関
係
を
持
っ
た
人
び
と
が
生
き
生
き
と
生
活

を
続
け
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
今
回
、

島
内
各
地
で
協
力
隊
員
や
「
大
人
の
島
留
学

生
」
が
活
躍
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
た
。
村
地
域
振
興
課
の
浜
本
洋
平

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
牛
の
畜
産
や
岩
ガ
キ
の
養

殖
な
ど
、
地
元
の
第
一
次
産
業
従
事
者
に
教

え
を
請
う
形
で
移
住
し
、
生
計
を
立
て
て
い

く
方
も
お
ら
れ
る
と
い
う
。

勤
務
先
だ
け
で
な
く
、
集
落
、
島
、
ひ
い

て
は
島
前
地
域
全
体
で
移
住
者
を
支
え
て
い

く
体
制
づ
く
り
を
目
の
当
た
り
に
し
、
知
夫

村
の
人
口
増
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
い
、

と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

（
文
・
佐
伯
／
写
真
・
小
原
佐
和
子
）

（
本
号
グ
ラ
ビ
ア
も
あ
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
）

小新高可さん、和美さん夫妻。

山
本
英
里
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
漁
師
を
目
指
す

友
人
と
来
島
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ

ー
ン
」
制
度
を
活
用
し
て
ホ
テ
ル
「
知
夫
の

里
」
に
勤
務
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
制
度

は
二
〇
二
一
年
度
に
新
設
さ
れ
た
仕
組
み
で
、

最
長
三
カ
年
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
へ

の
参
加
を
イ
ン
タ
ー
ン
体
験
を
通
し
て
検
討

で
き
る
。
移
住
者
と
地
域
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

解
消
の
た
め
に
も
、
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ

し
い
制
度
で
あ
る
。
な
お
、
成
澤
さ
ん
は
引

き
続
き
、
島
で
生
活
し
て
い
く
と
い
う
。

◆

二
〇
二
一
年
に
は
協
同
組
合
Ｙや

っ

ど

Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ

知
夫
里
島（
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
）が

創
設
さ
れ
た
。
嘉か

見み

和か
ず

生お

さ
ん
は
、
和
歌
山

県
か
ら
母
の
地
元
で
あ
る
知
夫
に
二
〇
年
に

移
住
、
協
同
組
合
職
員
と
し
て
海
藻
の
加
工

や
島
内
交
通
を
担
う
（
一
社
）
ぐ
る
ー
り
知

夫
里
島
で
の
勤
務
を
経
て
、
現
在
は
前
述
の

島
守
ち
ぶ
り
で
働
い
て
い
る
。


